
 

 

 

                      

 

 

 

 

 

  

我が家の紫陽花がみずみずしく美しく咲く季節となりました。

岐阜県支部の皆様お元気でお過ごしでしょうか？コロナ禍で皆

様にお会いできなくなってもう 2 年目になってしまいました。新

しい支部だよりを作ろうと思い、前の支部だよりを見ていましたら中部地区担当の熱海の

セミナーに向けて熱心に練習する写真や、セミナー当日の生き生きとした笑顔であったり、

真剣に講習を受ける姿であったり、すばらしい皆様のパワーとニチジョ魂を感じると同時

に、わずか 2 年前のことですが本当に遠い昔のことのように感じてしまいます。  

 今年こそは岐阜県支部総会を開きたいと思い、学校関係にお勤めの方々にお尋ねしたと

ころ、大人数での飲食を伴う会合には参加できないというお返事を頂きました。大変残念

ではありますがワクチン接種が終了し、日常生活が以前のようにできるようになってから

の開催が望ましいのではないかと思いますので今年度も書面でお伝えしたいと思います。

ご理解ご協力をお願いいたします。  

 本部の方は以前もお伝えしたように昨年はセミナーや総会交流会は中止となり、会議は

すべてオンラインでということになりました。そのような状況ではありましたが、課題は

山積で  

１）  HP の業者委託の問題、  

２）  財政破綻による研修会館の法人への移管の問題、  

３）  一般会計財政問題、  

４）  終身会費の安定的確保のための提言、  

５）  今後のセミナーの方向性の確認について  

等、メールや電話での意見交換は毎日休むことなく続き、何度もオンラインで会議を重ね

ひとつひとつ解決の方向に進んでいます。  

 また、本部からの連絡や回答をメールで行うことが出来るよう支部ネットの環境整備が

行われ、３６県のメール配信が可能になりました。令和３年度はさらに進めてオンライン

での評議員会が出来ないかと検討しているところです。なかなかハードルは高いですが、

若い人たちにも参加してもらえるよう今後出来る事から取り組んでいくつもりです。  

 日本女子体育大学百周年記念募金は、令和 3 年 5 月末現在 29,182,760 円、1239 名の寄

付者となっています。岐阜県は 150,000 円、7 名の寄付者です。まだまだ目標額・目標人

数には遠いです。少しでも構いませんので、個人的にも寄付をよろしくお願いします。支

部としての寄付は来年の支部総会で改めて皆様のご意向を伺うつもりでいます。  

 今年度の総会・交流会につきましては、10 月 30 日 (土 )大学の健美祭の 1 日目に大学構

内で開催を予定しています。昨年度は健美祭がオンラインになったので、中止 と な

ってしまいましたが、今年は予定どおり出来る事を願っています。  

 私はコロナに負けずに目の前の課題に向き合っていきたいと思っています。

そして早く支部の皆様にお会いできる日が来るよう祈っています。  
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１）HP の業者委託の問題  

 5 月にリニューアルした HP が UP されています。今まではスマホではとても見に

くかったのですが、スマホでも流れるように全体を見ることが出来るようになりま

した。また、個人情報の変更や総会等の申し込みフォームを HP に載せていますの

で、そこから簡単に変更や申し込みが出来るようになりました。QR コードを会報に

も載せていますのでそこからでもできるようになりました。是非ご確認ください。  

 

 ２）財政破綻による研修会館の法人への移管の問題  

40 年前に皆さんの寄付で研修会館を建設し法人に寄贈しました。管理運営を松徳

会が行い、会員と大学のために大きな役割を果たしてきました。しかしながら昨今

は会員の宿泊は激減し、大学にも宿泊所が作られて学生の宿泊も数えるほどになり

ました。平成 29 年を頂点に毎年 100 万ほどの繰越金を使って運営してきましたが、

コロナ禍で令和 2 年度は収入がほとんどなくなり、令和 3 年度への繰越金はわずか

60 万ほどになりました。 (図 1 参照 ) 

このような状況の改善の見通しが立たず運営の移管を評議員会で決議し 7 月 1 日

付けで移管することになりました。  

 事務局は今まで通り 1 階を使用できますし使用料等はかかりません。研修会館自

体がなくなるときには大学のどこかをお借りして事務局機能は維持することになっ

ています。  

図 1 研修会館会計概要  

 

 ３）一般会計財政問題  

    松徳会の事業運営のための予算は学生の入学時に支払う終身会費 20,000 円で賄

われています。18 歳人口の減少やコロナ禍で、入学生が減っていることに加え終身

会費未納の保護者が増え、平成 10 年には 18,000,000 万あった会費収入が令和 2 年

には 8,000,000 万弱になっています。 (図 2・図 3 参照 ) 

  図 2 収入合計の推移  
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図 3 会費納入者と入学者の対比  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平成 28 年には入学者数以上の会費収入がありますが、督促状を出して 55 名の納入

があったためです。令和 3 年度は会費納入者 347 名 6,940,000 万の収入となっていま

す。  

   

  令和 4 年には母校 100 周年、松徳会 80 周年となります。コロナ禍で、記念体育館

の完成予定が遅れていますが、令和 5 年 3 月には立派な体育館が完成し、華々しい記

念事業が行われる予定です。松徳会としましては、母校百周年に向けては、(仮称 )トク

ヨホールの緞帳の寄贈や、2000 万円の奨学金基金の寄贈を予定していますし、松徳会

80 周年事業としては式典・祝賀会の開催、記念誌の発行を行います。これらは今まで

蓄えてきた財産目録の中から支出します。  

 

４）安定財源確保のための提言  

このような財政状況を解決するため、松徳会では支出を極力抑えることと同時に、

昨年度終身会費未納者に対する督促状を出しました。70 通ほど出して納入はわずか 5

人 10 万円でした。  

そこで今後の安定財源の確保について法人への提言を考え、資料を添えて 6 月 30

日に会長・副会長・財務部長が同席してお願いに上がりました。今迄は大学の学費と

は別の振込用紙で終身会費の納入をお願いしてきましたが、松徳会終身会費を大学納

付金に加え振込用紙を一枚にする。入学時は入学金も加算されるため保護者の負担も

大きいので、1 年の後期の学費の中に入れてもらうよう要望書を出しました。  

 

５）今後のセミナーの方向性について  

松徳会セミナー 

再出発（re start） 
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 令和 2 年度大分市で実施予定の第 38 回松徳会セミナー (沖縄・九州 )は新型コロナ感染

拡大のため延期・中止となりました。全国一巡を目指して各地区が主幹となり実施して

きましたが、中部地区が最終となってしまいました。今後は新しい形でのセミナーの開

催を模索することにし、令和 3 年度は全国の会員の意見を聞くためにアンケートを実施

する予定で現在アンケート作成中です。皆様のご意見をお聞かせください。  

 

＜今後の計画＞  

  年  度          主な事業計画 

２０２１年（ R3） 新型コロナ感染拡大危惧のため延期されたセミナーを中止。 

年度内に全国評議員にアンケート調査を実施・集計・報告。 

２０２２年（ R4） アンケート調査に基づき「新生セミナー」（仮称）第１回実施に向け

企画・準備をする。「特別講演会」の企画準備をする。  

２０２３年（ R5） 学園 100 周年・松徳会 80 周年記念事業として「特別講演会」を開催

する。引き続き「新生セミナー」（仮称）第１回実施に向け企画・準

備をする。  

２０２４年（ R6） 「新生セミナー」（仮称）第１回を母校施設で開催する（主管：東京

都）今後「年に１度は里帰り」を合言葉に母校での開催を予定して

いる。  

 

 

 

 

岐阜県支部の皆様、こんにちは。関有知高校勤務の福山です。お変わり

ございませんでしょうか？ “ウィズ（with）コロナ ”と言われて久しく、

私たちを取り巻く環境、生活や仕事の有り様も大きく変化を求められる

ようになりました。この 2 年間は、誰もが「命の大切さ」や「正しい判

断と行動」について我がこととして真剣に考えさせられた時であったと

思っています。マスコミで報道される状況に一喜一憂するのではなく、この先も ”

ウィズコロナ ”未知のものとの共存について皆で深く考え、行動していく必要性を感じ

ます。  

 さて、教育の分野も、このコロナ禍において大きく変化しました。折しも ICT（情報

通信技術）の推進と相まって、生徒へ一人 1 台のタブレットの貸与がなされ、オンライ

ン形式の授業（警報が発令されても自宅で授業を受けることに？）は勿論のこと、「マナ

バー」や「メタモジ」など次々と最新のアプリが導入され、教材づくりと活用の仕方に

頭の痛い毎日です。しかし、目の前の生徒は令和の時代になっても昭和の時代と変わり

なく、導きや支援には関わりや対話がなければならず、ゆっくりと流れる多くの時間も

お 知 ら せ コ ー ナ ー

 



必要であり、タブレットに向かっている場合ではないと感じている今日この頃です。  

 

清水早苗近況報告  

5 月、例年より早い梅雨入りにびっくりしていましたが、梅雨らしさを感じることな

く 6 月が過ぎましたが、そろそろ本格的に梅雨を感じる頃となってきました。  

皆様におかれましては、活動が制約される中ですが、ご活躍のこととお喜び申し上げま

す。  

私は相変わらず長良特別支援学校でお世話になっています。  

大きな変化があるとすれば、コロナウイルス感染症です。病弱教育主体の学校のため

隣にある長良医療センターより登校の児童生徒は外出禁止になり、この一年学校に来れ

ていません。病院のご厚意で一日一時間の許可を頂き、ベットサイド学習ができる程度

です。学校で行うような授業や活動はできていません。残念ながら・・・  

オンライン授業や研修も多くなりました。通勤しなくても仕事が出来る、人の対応能力

は未知数だと感じる今です。  

 

会計からのお願いです。  

本年度も松徳会岐阜支部総会を行うことは未定ですが、会費は集めさせていただきたい

と思います。例年通り 3,000 円宜しくお願い致します。  

 

 

 

 

 

 

 

最後に永田宛のハガキを同封しております。支部総会はできませんが皆様の近況報告

等をお書きいただき、返信をお願いします。今後はパソコンのアドレスのある方にはパ

ソコンの方に送りたいと思いますので、アドレスをお書きいただけると嬉しいです。  

 

 

 

 

 

 

                    

振込先･･･店名「二四八」読み方･･･ニヨンハチ  

     店番「２４８」  

     預金種目「普通預金」  

     口座番号「００４１８７５」  

 


